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サ ー ク ル 名

部 署

活 動 期 間

会 合 状 況

所 属 長

レビュー担当者

待ち時間減らし隊

検査科・外来・医事課・暮らしサポートみよし・ニチイ学館
開始：平成２９年１２月
終了：平成３０年４月
会合回数　８回　　　
１回あたりの会合時間　４０分
熊澤 鈴子，阿川 純子，片岡 光子
永澤 　昌
野田 宏美

発 表 者

リ ー ダ ー

サブリーダー

メ ン バ ー

所 見 欄

村川 真一
熊澤 鈴子
阿川 純子，片岡 光子
有川 修司，池田 義樹
中原 高範，瀧口 泉美，
村川 真一

テーマ
採血時の待ち時間の短縮

テーマ選定理由
平成18年頃から検査待ち時間，短縮の取り組みをおこなってきたが，患者満足度調査において待ち時間の

評価が悪い，患者さんの声で投書などがあったことなどから再度採血時の待ち時間の短縮をテーマにTQM

活動を取り組むことにした。

現状把握
１　調査期間　　平成30年3月  5日（月）～3月  9日（金）

２　調査内容　　8:30～9:40に中央注射室来られた患者の検査の受付時間と採血等終了時間を測定した。

３　対応人数　　受付人数　2名，看護師人数　4～7名※ 日によって差あり。

　　　　　　　　※中央注射室の看護師2名＋曜日によって外来師長が応援できる人数を調整。

４　結　　果　

目標設定
１３分以上待った患者を５０%以上削減する

要因解析
フィッシュボーンにより要因解析を行い「中央注射室の人員・業務・場所に見直し」「予約枠の管理運用

の改善」「電子カルテシステム予約票の見直し」「患者さんへの説明の徹底・不安感の除去」の４つの要

因から対策を検討することとした。

作成日　平成31年　月　日
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要因解析
フィッシュボーンにより要因解析を行い「中央注射室の人員・業務・場所に見直し」「予約枠の管理運用

の改善」「電子カルテシステム予約票の見直し」「患者さんへの説明の徹底・不安感の除去」の４つの要

因から対策を検討することとした。

対策立案
要因解析で導き出した４つの要因から具体的に実施できる対策を挙げ，効果・実現性・持続性・効率性の

観点から◎３点，○２点，△１点，×０点で評価を行い，５つの実施項目を決定した。

対策実施

効果確認（対策②・③）
１　調査期間　　平成30年4月16日（月）～4月20日（金）（火曜日のみ4月24日（火））

２　調査内容　　8:30～9:40に中央注射室来られた患者の検査の受付時間と採血等終了時間を測定した。

３　対応人数　　受付人数　 3名，看護師人数　3～8名　※日によって差あり。　

　　※中央注射室の看護師2名＋入退院支援センターから応援できる看護師4名＋外来看護師の応援

４　結　　果

【目標達成!】

採血検査受付～採血検査終了ま

で3分以上待った患者の割合は 

22.7％⇒3.1％(86%削減）

【副次的効果】

平均待ち時間2.8分（2分48秒）　

に短縮！

【その他】

受付人員の増加が看護師の増員

効果を引き上げる！
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実施結果と継続状況


